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彦根

制作 /オフィスいしやま ( 毎日新聞大津販売 )
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長
浜
市
の
第
３
セ
ク
タ
ー
「
長

浜
ま
ち
づ
く
り
」
は
長
浜
ら
し
い

ス
ポ
ッ
ト
や
名
産
を
イ
ラ
ス
ト
で

表
現
し
た
お
土
産
「
長
浜
缶
缶
」

を
夏
バ
ー
ジ
ョ
ン
に
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
し
た
。
２
０
２
０
年
に
リ
リ
ー

ス
さ
れ
た
第
１
弾
が
好
評
だ
っ
た

た
め
、
第
２
弾
も
企
画
さ
れ
た
。

　

今
回
の
デ
ザ
イ
ン
は
「
星
降
る

び
わ
湖
」「
大
通
寺
の
家
族
」「
水

田
に
映
え
る
暮
ら
し
」
「
ゆ
ら
ゆ

ら
カ
ゲ
ロ
ウ
」
な
ど
９
種
類
。
ち

ょ
う
ど
手
の
平
に
収
ま
る
サ
イ
ズ

の
缶
で
、
中
に
は
和
菓
子
店
「
柏

屋
老
舗
」
（
同
市
分
木
町
）
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
和
三
盆
を
使
っ
た
菓
子

が
入
っ
て
い
る
。
９
種
類
の
デ
ザ

イ
ン
の
う
ち
１
種
類
は
同
店
限
定

で
購
入
で
き
る
。

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
支
援
署
名

運
営
費
の
公
的
助
成
を
求
め

長浜缶缶に夏バージョン
「星」「カゲロウ」など９種

彦根にトレーラーハウス型ホテル
「ココット彦根」西側に30室

総
持
寺
の
千
手
観
音
立
像
出
陳

 

東
京
長
浜
観
音
堂
の
第
２
期
展
示
に

し
て
い
る
と
い
う
。

　

山
下
代
表
は
「
県
内
で
も
近
江

八
幡
市
が
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
運
営

補
助
を
始
め
た
。
全
国
的
に
も
長

野
県
、
札
幌
市
、
茨
城
県
つ
く
ば

市
な
ど
先
例
は
多
い
。
私
た
ち
を
、

公
を
補
完
す
る
存
在
と
し
て
認
め
、

彦
根
市
や
県
も
積
極
支
援
し
て
ほ

し
い
」
と
訴
え
て
い
る
。
署
名
用

紙
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
る
。
問
い
合
わ
せ
は

山
下
代
表
（
０
９
０
・
９
０
９
９

・
４
８
２
２
）
。

　
　
【
彦
根
通
信
部
・
伊
藤
信
司
】

運
営
費
助
成
を
市
に
求
め
る
署
名

運
動
を
進
め
て
い
る
。
て
だ
の
ふ

あ
は
２
０
２
１
、
23
両
年
に
も
公

的
支
援
を
求
め
る
署
名
簿
を
提
出
。

市
は
22
年
度
、
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル

利
用
料
の
補
助
制
度
（
月
額
上
限

３
万
円
）
を
始
め
た
が
、
施
設
運

営
費
に
対
し
て
は
助
成
し
て
い
な

い
。

　

て
だ
の
ふ
あ
は
元
小
学
校
教
員

ら
５
人
を
雇
っ
て
い
る
が
、
給
与

を
最
低
賃
金
レ
ベ
ル
に
抑
え
て
も

年
間
６
０
０
万
円
以
上
が
不
足
し
、

民
間
の
助
成
金
な
ど
で
や
り
く
り

　

パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
書
か
れ
た
「N

agaham
a 　

36V
IEW

S

」

の
文
字
は
、
湖
北
の
四
季
や
暮
ら

し
の
光
景
を
葛
飾
北
斎
が
描
い
た

「
富
嶽
三
十
六
景
」
に
な
ぞ
ら
え

て
表
現
す
る
意
図
が
あ
る
。
価
格

は
８
８
０
円
。
同
市
元
浜
町
のB

IW
AKO

 PICN
IC BASE

や

オ
ン
ラ
イ
ン
で
販
売
し
て
い
る
。

　
【
長
浜
通
信
部
・
長
谷
川
隆
広
】

　

彦
根
市
松
原
町
に
、
ト
レ
ー
ラ

ー
ハ
ウ
ス
型
の
ホ
テ
ル
「Trail

 inn

彦
根
城
」
が
オ
ー
プ
ン
し

た
。
近
江
鉄
道
の
商
業
施
設
「c

ocottoH
IKO
N
E

（
コ
コ
ッ

ト
彦
根
）
」
西
側
駐
車
場
に
設
け

ら
れ
、
ヒ
ー
ロ
ー
ラ
イ
フ
カ
ン
パ

ニ
ー
（
東
京
都
港
区
）
が
運
営
し

て
い
る
。

　

ヒ
ー
ロ
ー
ラ
イ
フ
カ
ン
パ
ニ
ー

は
東
日
本
大
震
災
の
経
験
か
ら
木

製
ユ
ニ

ッ
ト
住

宅
を
開

発
。
こ

れ
を
活

用
し
２

０
２
１

年
か
ら

　

彦
根
市
京
町
１
の
フ
リ
ー
ス
ク

ー
ル
「
て
だ
の
ふ
あ
」
の
山
下
吉

和
代
表
（
63
）
ら
が
20
日
ま
で
、

栃
木
県
那
須
塩
原
市
で
ト
レ
ー
ラ

ー
ホ
テ
ル
事
業
を
始
め
た
。
既
に

茨
城
、
群
馬
、
岩
手
、
埼
玉
、
秋

田
、
青
森
各
県
の
ロ
ー
ド
サ
イ
ド

に
も
展
開
し
、
彦
根
が
12
カ
所
目

と
な
る
。

　

客
室
は
ダ
ブ
ル
（
13
平
方
㍍
）

が
10
室
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
（
17
平
方

㍍
）
が
20
室
。
ユ
ニ
ッ
ト
バ
ス
、

ト
イ
レ
、
キ
ッ
チ
ン
、
洗
濯
機
を

完
備
し
、
遮
音
性
に
も
優
れ
て
い

る
と
い
う
。
フ
ロ
ン
ト
棟
に
無
人

チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
シ
ス
テ
ム
が
あ
る
。

料
金
は
１
人
５
５
０
０
円
か
ら
で

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
予
約
で
き
る
。

非
常
時
は
要
請
に
応
じ
、
仮
設
避

難
場
所
、
ウ
イ
ル
ス
対
策
の
隔
離

施
設
に
も
転
用
可
能
と
い
う
。

　
　
【
彦
根
通
信
部
・
伊
藤
信
司
】リニューアルされた長浜缶缶

０
人
が
来
館
し
た
。
同
観
音
堂
は

今
年
度
で
の
終
了
が
決
ま
っ
て
い

る
。
開
館
時
間
は
午
前
10
時
〜
午

後
６
時
。
月
曜
休
館
。
入
館
無
料
。

　
【
長
浜
通
信
部
・
長
谷
川
隆
広
】

　

首
都
圏
で
長
浜
市
の
観
音
文
化

を
発
信
す
る
「
東
京
長
浜
観
音
堂
」

（
東
京
・
日
本
橋
）
の
第
２
期
展

示
に
総
持
寺
（
同
市
宮
司
町
）
蔵

の
千
手
観
音
立
像
が
出
陳
さ
れ
て

い
る
。
第
２
期
は
９
月
１
日
ま
で
。

　

千
手
観
音
立
像
は
同
市
指
定
文

化
財
で
、
像
高
１
０
６
・
１
㌢
。

通
常
は
同
寺
本
堂
左
脇
壇
に
あ
る

厨
子
内
に
安
置
さ
れ
て
い
る
。

　

頭
部
か
ら
体
部
を
ヒ
ノ
キ
の
一

材
か
ら
彫
り
出
し
た
上
、
い
っ
た

ん
前
後
に
割
っ
て
内
部
を
く
り
抜

い
て
か
ら
再
び
接
合
す
る
一
木
割

矧
造
と
い
う
技
法
で
作
ら
れ
て
い

る
。

　

丸
顔
で
柔
和
な
顔
立
ち
、
丸
み

を
帯
び
た
肩
や
胸
、
極
め
て
浅
い

衣
文
線
な
ど
平
安
時
代
後
期
（
12

世
紀
）
に
流
行

し
た
仏
師
定
朝

の
様
式
を
踏
襲

し
、
洗
練
さ
れ

た
姿
を
示
し
て

い
る
。

　

６
月
16
日
ま

で
開
か
れ
た
第

１
期
は
１
４
２

総 持 寺 の 千 手 観 音 立 像

フ リ ー ス ク ー ル へ の 運 営 費 補
助 を 訴 え る 山 下 代 表 （ 左 ） ら

７ 月 に あ っ た 「 Tra i l  i
n n 彦 根 城 」 の 内 覧 会


